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人生の謎を解く（１）－人はどこから来たのか－（詩編 139 篇） 

 
イントロダクション 
 
 はじめに 

（1）人はどこから来て、どこに行こうとしているのか。 
 

（2）歴史から学ばないなら、未来を切り開くことはできない。 
①過去から教訓を学ばない社会は、「記憶喪失症」になっている。 
②過去を覚えていない人もまた、「記憶喪失症」になっている。 

 
（3）激動期に入った今、世界史の再検討が始まっている。 

 
（4）個人的な証し 

①病弱の母がいつ死ぬのかと恐れた少年時代。 
②死について真剣に考えた学生時代。 
③クリスチャンになってからは、死への恐怖がなくなった。 

 
（5）人類に始まりについて、聖書が何を教えているかを学ぶ。 

 
 
1.一般的説明（進化論） 
 

（1）神の存在を考慮せずに、世界の起源について説明しようとするのが進化 
   論である。 

①日本で受けた教育の中で、進化論以外の説明を聞いたことがなかった。 
②当然、進化論は真理だと思い込んでいた。 
③進化論は、私の知性だけでなく、感情面でも大きな影響を与えていた。 

 
（2）進化論にはいくつかの致命的問題がある。 
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①進化論はあくまでも仮説であって、証明された真理ではない。 
＊進化論は、進化しつつある。 

②小進化は可能であっても、大進化は不可能である。 
＊小進化とは、環境に適用した結果起こる小さな変化である。 
＊大進化とは、「種」の壁を超えるほどの大きな変化である。 

③進化論ではすべてが偶然である。 
＊そのため、人生に意味を求めること自体が無意味となる。 

 
（3）科学と聖書とは矛盾しない。 

①矛盾しているように見えるのは、科学的説明と聖書解釈の間の矛盾である。 
②聖書は、非科学的な書ではなく、超科学的な書である。 

 
 
2．聖書とは 

 
（1）聖書とは、啓示の書である。 

①神は、人類に対してご自身を啓示された。 
②神は、人類に対して救いの方法を啓示された。 
③旧約聖書は 39 巻、新約聖書は 27 巻からなっている。 
④旧約聖書、新約聖書の「約」は、契約を表している。 
⑤神は、人類と契約を結ばれた。 

 
（2）基本的には以下の 2 点について教えている。 

①神とはどういうお方か。 
②人は、どうすれば神に近づくことができるか。 

 
 
3．創世記 1、2 章の説明 

 
（1）創世記 1、2 章には、世界の始まりについての記述がある。 

①進化論とは対立する創造論の説明がある。 
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（2）神についての啓示 
①聖書の神は、創造主である。 
②聖書の神は、絶対者である。 
③聖書の神は、唯一（三位一体）である。 

＊創 1：26 にある「われわれ」という主語が、三位一体を暗示し
ている。 
「神は仰せられた。『さあ人を造ろう。われわれのかたちとして、
われわれに似せて。彼らが、海の魚、空の鳥、家畜、地のすべての
もの、地をはうすべてのものを支配するように』」 

 
（3）人についての啓示 

①人は、創造の冠である。 
②人は、「神のかたち」に創造されている。 

＊精神的活動 
＊良心 
＊永遠（神）を思う心 

 
（4）創造の目的についての啓示 

①人が全地に増え広がり、被造の世界を支配するように。 
②人が神との交わりを通し、神を喜ぶように。 
③人が神の栄光を表すように。 

 
 
4．神を体験する（詩 139 篇） 

 
（1）この詩篇の作者は、ダビデである。 

①作者は、神との親密な関係を保持していた。 
②私たちも、この詩篇を通して神を体験することができる。 

 
（2）内容の解説 

①すべてを知っておられる神との出会い（1～6 節） 
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＊神は全知全能である。 
＊日本的「分業の神」とは、根本的に違う。 

②ともにおられる神との出会い（7～12 節） 
＊神は遍在しておられるお方である。 
＊その神から逃れようとしても、それは不可能である。 

③創造主なる神との出会い（13～16 節） 
＊私たちは両親から誕生した。 
＊しかし、究極的な創造主がおられる。 
＊自分が神の作品であることを知るのは、喜びにつながる。 

④信頼すべき神との出会い（17～24 節） 
＊人生には 2 つの道しかない。 
＊神に背を向けるか、神とともに歩むか。 
＊人は、信仰によって救われる。 

 
 
まとめ 

 
 以下の質問に答えましょう。 

（1）科学と聖書は矛盾するという意見に対して、どのように答えたらよいで 
   しょうか。 

 
（2）人は、「神のかたち」に造られたとありますが、人と動物の違いはなんで 
   しょうか。 

 
（3）進化論の立場に立つのと、創造論の立場に立つのとでは、「人生の意味」 
   についてどのように考え方が変わると思いますか。 

 
（4）詩 139 篇を何度も読み、次の質問に答えてください。 

①神があなたのすべてをご存じだとすると、それは、あなたにとって喜 
 ばしいことでしょうか。あるいは、恐ろしいことでしょうか。 
②23、24 節を自分の祈りとして、声に出して読んでみましょう。どのよ 
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 うに感じましたか。 
 
 
＊次回は、神に創造された人類が、どうして苦難に会うようになったのか学んで
みましょう。 
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人生の謎を解く（２）－人はなぜ苦難に会うのか－ 

 
イントロダクション 
 

（1）新幹線の中に財布を忘れた経験 
 

（2）見つかるまでの対応として、最悪の状況を考えた。 
①お金の損失 
②クレジットカードが 2 枚 
③運転免許証 
④健康保険証 
⑤その他のカード 

 
（3）最悪ではないことを確認し、平安を得た。 

①人生においても、最悪に備える必要がある。 
②そのためには以下の 2 点を知っておく必要がある。 

＊苦難の原因 
＊苦難への対応 

 
 
はじめに 

 
（1）神がお造りになった世界は、「非常によかった」とあるが、それでは、こ 
   の世にはなぜ不幸があり、人は苦難に会うのか。 

 
（2）神がすべてを創造したというなら、神は悪も作ったのか。 

 
 
1.一般的説明 

 
（1）因果応報という考え方（仏教用語） 
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①前世あるいは過去の善悪の行為が因となり、その報いとして現在に善 
 悪の結果がもたらされること。 
②これは、聖書の教えではない。 
③ヨハ 9：1～3 
「またイエスは道の途中で、生まれつきの盲人を見られた。弟子たち
は彼についてイエスに質問して言った。『先生。彼が盲目に生まれつ
いたのは、だれが罪を犯したからですか。この人ですか。その両親で
すか』。イエスは答えられた。『この人が罪を犯したのでもなく、両親
でもありません。神のわざがこの人に現れるためです』」 

 
（2）すべてを偶然とする考え方 

①これは、無神論的世界観である。 
②歴史はある目的に向かって動いているという聖書の教えとは相容れない。 
③人生そのものが無意味になる。 

 
（3）神に責任をかぶせる考え方 

①人生において与えられている多くの祝福には感謝せず、不満のみ口にする。 
②不満のはけ口にはなっても、事態を悪化させる結果になる。 

 
 
2．創世記 3 章 
 
 創世記 3 章の記述に注目しよう。ここには、罪がどのようにしてこの世界に
侵入して来たのかが記されている。聖書の記述の中で、罪から自由になっている
のは、最初の 2 章（創 1、2 章）と、最後の 2 章（黙 21、22 章）だけである。 

 
（1）創 2：15～17 

「神である【主】は人を取り、エデンの園に置き、そこを耕させ、またそ
こを守らせた。神である【主】は人に命じて仰せられた。『あなたは、園
のどの木からでも思いのまま食べてよい。しかし、善悪の知識の木からは
取って食べてはならない。それを取って食べるとき、あなたは必ず死ぬ』」 
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①人に自由意志が与えられた。 
②これは、最高の賜物であり、人間が持つ基本的特徴である。 
③自由意志がなければ、愛の関係は成り立たない。 
④自由意志には、誤用の可能性がある。 
⑤なぜ、罪を犯さないように人を造らなかったのかという質問は、意味をな 
 さない。 

 
（2）神の意図 

①人が従順を通して成長すること 
②神との交わりの中で生きること 
③罪を犯すことなしに、「善悪」の区別を知るようになること 
④そのための役割を果たしたのが「善悪の知識の木」である。 

 
（3）創 3：1～7 

「さて、神である【主】が造られたあらゆる野の獣のうちで、蛇が一番狡猾
であった。蛇は女に言った。『あなたがたは、園のどんな木からも食べてはな
らない、と神は、ほんとうに言われたのですか』。女は蛇に言った。『私たち
は、園にある木の実を食べてよいのです。しかし、園の中央にある木の実に
ついて、神は、「あなたがたは、それを食べてはならない。それに触れてもい
けない。あなたがたが死ぬといけないからだ」と仰せになりました』。そこで、
蛇は女に言った。『あなたがたは決して死にません。あなたがたがそれを食べ
るその時、あなたがたの目が開け、あなたがたが神のようになり、善悪を知
るようになることを神は知っているのです』。そこで女が見ると、その木は、
まことに食べるのに良く、目に慕わしく、賢くするというその木はいかにも
好ましかった。それで女はその実を取って食べ、いっしょにいた夫にも与え
たので、夫も食べた。このようにして、ふたりの目は開かれ、それで彼らは
自分たちが裸であることを知った。そこで、彼らは、いちじくの葉をつづり
合わせて、自分たちの腰のおおいを作った」 

 
①サタンの巧みな誘惑 
②エバの心に浮かぶ神への不信感 
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③エバの勧めに従うアダムの弱さ 
④一番の責任は、アダムにある。神とアダムの契約である。 

 
（4）人の反逆 

①罪とは、神への意図的反逆である。 
②罪とは、自分を神とすることである。 
③罪とは、的外れの状態である。 

 
（5）罪の結果 

①死（神との断絶） 
②自己嫌悪 
③恐れ 
④責任転嫁 
⑤自然界の破壊 

 
 
3．神の解決策 

 
ここで、神が人類の罪に対して、どのような解決策を考えられたのか見てみよ

う。神は今も人類を愛しておられる。 
 

（1）創 3：8～13 
「そよ風の吹くころ、彼らは園を歩き回られる神である【主】の声を聞いた。
それで人とその妻は、神である【主】の御顔を避けて園の木の間に身を隠し
た。神である【主】は、人に呼びかけ、彼に仰せられた。『あなたは、どこに
いるのか』。彼は答えた。『私は園で、あなたの声を聞きました。それで私は
裸なので、恐れて、隠れました』。すると、仰せになった。 『あなたが裸で
あるのを、だれがあなたに教えたのか。あなたは、食べてはならない、と命
じておいた木から食べたのか』。人は言った。『あなたが私のそばに置かれた
この女が、あの木から取って私にくれたので、私は食べたのです』。そこで、
神である【主】は女に仰せられた。『あなたは、いったいなんということをし
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たのか』。女は答えた。『蛇が私を惑わしたのです。それで私は食べたのです』」 
 
①「あなたは、どこにいるのか」 
②「あなたが裸であるのを、だれがあなたに教えたのか」 
③「あなたは、食べてはならない、と命じておいた木から食べたのか」 
④「あなたは、いったいなんということをしたのか」 

 
（2）創 3：14～15 

「神である【主】は蛇に仰せられた。『おまえが、こんな事をしたので、
おまえは、あらゆる家畜、あらゆる野の獣よりものろわれる。おまえは、
一生、腹ばいで歩き、ちりを食べなければならない。わたしは、おまえと
女との間に、また、おまえの子孫と女の子孫との間に、敵意を置く。彼は、
おまえの頭を踏み砕き、おまえは、彼のかかとにかみつく』」 

 
①蛇に対する呪い 
②「女の子孫」の約束 
③サタンと女の子孫との戦いの預言 
④創 3：15 を「原福音」という。 
⑤この節は、これ以降聖書を読むための原則となる。 
⑥中東で毒蛇に出会ったときの様子が、この節の背景になっている。 
⑦女の子孫も傷を受けるが、蛇の方は頭を踏み砕かれる。 

 
（3）創 3：21 

「神である【主】は、アダムとその妻のために、皮の衣を作り、彼らに着
せてくださった」 

 
①この皮の衣とは、神が与える「義の衣」を象徴している。 
②人が自力で作ったいちじくの葉の衣とは大いに異なる。 
③この皮の衣を作るためには、動物が犠牲になっている。 
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4．この課の復習 
 
（1）人類はアダムにあって堕落した。 

①アダムは契約の代表者である。 
②アダムの行為の結果は、全人類に及んでいる。 
③私たちは、神の栄光（シャカイナグローリー）から断絶されている。 
（例話）ヘロイン中毒の人 

（2）人類はキリストにあって回復される。 
①イエス・キリストは新しい契約の代表者である。 
②イエスは、最後のアダムである。 
③イエスの行為の結果は、信じる者すべてに及ぶ。 

＊十字架の死 
＊埋葬 
＊復活 

④私たちは、イエスにあって神との関係を回復する。 
 
 
まとめ 
 
 以下の質問に答えましょう。 

（1）神はなぜ人に自由意思を与えたと思いますか。 
 

（2）一般的に「罪」という言葉が意味しているものと、聖書が教える「罪」とはどう 
   違いますか。 

 
（3）罪の結果について 5 つのことを学びましたが、この中で、自分の体験に 
   照らしてうなずけるものがありましたか。 
（4）創 3：15 は、なぜ大切な聖句だと言われているのですか。 

 
 
＊次回は、「女の子孫」と呼ばれる人物がだれなのか学んでみましょう。 
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人生の謎を解く（３）－イエス・キリストとは誰か－ 

 
イントロダクション 
 

（1）これまでの復習 
①「人はどこから来たのか」 

＊進化論ではなく、創造論。 
②「人はなぜ苦難に会うのか」 

＊神への反逆（創 3 章） 
＊神の解決策（創 3：15） 
「わたしは、おまえと女との間に、また、おまえの子孫と女の子孫との
間に、敵意を置く。彼は、おまえの頭を踏み砕き、おまえは、彼のかか
とにかみつく」 
＊この聖句を「原福音」という。 
＊この聖句は、聖書全体を読むための原則となる。 

 
 
はじめに 
 

（1）イエス・キリストは、ある時、弟子たちにこのように質問された。 
「あなたがたは、わたしをだれだと言いますか」（マタ 16：15） 
①私たちも、イエス・キリストについて、自分なりの結論を出す必要が 
 ある。 

 
（2）（例話）『ウォーリーをさがせ!』 
            （Where's Wally?, 北米版タイトルは Where's Waldo?） 

 1987 年にイギリス人イラストレーター、マーティン・ハンドフォード 
(Martin Handford) によってイギリスで出版された絵本。人が入り乱れた絵の
中からウォーリーや仲間たち、巻物などを見つけ出す。 
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1．「女の子孫」の約束の歴史的展開 
 
（1）アブラハムの子孫である。 

①創 12：1～3 
「【主】はアブラムに仰せられた。『あなたは、あなたの生まれ故郷、
あなたの父の家を出て、わたしが示す地へ行きなさい。そうすれば、
わたしはあなたを大いなる国民とし、あなたを祝福し、あなたの名を
大いなるものとしよう。あなたの名は祝福となる。あなたを祝福する
者をわたしは祝福し、あなたをのろう者をわたしはのろう。地上のす
べての民族は、あなたによって祝福される』」 

 
（2）アブラハム、イサク、ヤコブの子孫である。 

 
（3）12 部族の中のユダ部族の子孫である。 

 
（4）ダビデの子孫である。 

 
（5）イエス・キリストの系図 

①マタイは、父ヨセフの側の系図。 
②ルカは、母マリアの側の系図。 
③マタ 1：1 
「アブラハムの子孫、ダビデの子孫、イエス・キリストの系図」 

 
 
2．旧約聖書の預言 

 
（1）処女から生まれる（イザ 7：14）。 

「それゆえ、主みずから、あなたがたに一つのしるしを与えられる。見よ。
処女がみごもっている。そして男の子を産み、その名を『インマヌエル』
と名づける」 

（2）人類の身代わりとして死んでいく（イザ 53：5～6） 
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「しかし、彼は、私たちのそむきの罪のために刺し通され、私たちの咎の
ために砕かれた。彼への懲らしめが私たちに平安をもたらし、彼の打ち傷
によって、私たちはいやされた。私たちはみな、羊のようにさまよい、お
のおの、自分かってな道に向かって行った。しかし、【主】は、私たちの
すべての咎を彼に負わせた」 

 
①ユダヤ人伝道に重要な聖句 

 
（3）ベツレヘムで生まれる（ミカ 5：2）。 

「ベツレヘム・エフラテよ。あなたはユダの氏族の中で最も小さいものだ
が、あなたのうちから、わたしのために、イスラエルの支配者になる者が
出る。その出ることは、昔から、永遠の昔からの定めである」 

 
（4）釘づけにされて死ぬ（ゼカ 12：10）。 

「わたしは、ダビデの家とエルサレムの住民の上に、恵みと哀願の霊を注
ぐ。彼らは、自分たちが突き刺した者、わたしを仰ぎ見、ひとり子を失っ
て嘆くように、その者のために嘆き、初子を失って激しく泣くように、そ
の者のために激しく泣く」 

 
（5）イエス・キリストの来臨に関する預言はすべて成就した。これは驚くべきこ 
   とである。 

 
 
3．奇跡の人 

 
（1）自然界を支配する（マコ４：31～41）。 

①舟のとものほうで、枕をして眠るイエス 
②嵐の海を静めるイエス 

 
（2）病気を癒し、悪霊を追い出す（マコ 1：29～34）。 

①ペテロのしゅうとめの癒し。日が沈んで以降の癒しと悪霊の追い出し。 
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（3）人の罪を赦す（マコ 2：1～12）。 
①中風の人に対することば。 
②罪の癒しと、肉体の癒し。 

（4）死人を生き返らす（ヨハ 11：4～44）。 
①ラザロは、死んで 4 日も経った状態で、蘇生した。 

 
 
4．罪のない人 

 
（1）弟子たちの証言 

「キリストは罪を犯したことがなく、その口に何の偽りも見いだされません
でした。ののしられても、ののしり返さず、苦しめられても、おどすことを
せず、正しくさばかれる方にお任せになりました」（1 ペテ 2：22、23） 

 
（2）人の罪のあがないとなる資格 

「また、彼らが食事をしているとき、イエスはパンを取り、祝福して後、
これを裂き、弟子たちに与えて言われた。『取って食べなさい。これはわ
たしのからだです』。また杯を取り、感謝をささげて後、こう言って彼ら
にお与えになった。『みな、この杯から飲みなさい。これは、わたしの契
約の血です。罪を赦すために多くの人のために流されるものです』」（マ
タ 26：26～29） 

 
 
5．愛の人 

 
（1）人の命を高く見積もった人 

「人は、たとい全世界を手に入れても、まことのいのちを損じたら、何の
得がありましょう。そのいのちを買い戻すのには、人はいったい何を差し
出せばよいでしょう」（マタ 16：26） 

 
（2）人の罪の問題を解決した人 
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「そこでイエスは、その信じたユダヤ人たちに言われた。『もしあなたが
たが、わたしのことばにとどまるなら、あなたがたはほんとうにわたしの
弟子です。そして、あなたがたは真理を知り、真理はあなたがたを自由に
します』」（ヨハ 8：31） 

（3）十字架上で赦しの祈りをした人 
「そのとき、イエスはこう言われた。『父よ。彼らをお赦しください。彼
らは、何をしているのか自分でわからないのです』。彼らは、くじを引い
て、イエスの着物を分けた」（ルカ 23：34） 

 
 
6．結論 

あなたはイエス・キリストを誰と言うか。 
 
 

まとめ 
 
 以下の質問に答えましょう。 

（1）イエス・キリストが約束の「女の子孫」であると考えられる証拠は何で 
   すか。 

 
（2）あなたは、聖書に書かれた奇跡を信じますか、信じませんか。その理由 
   はなんですか。 

 
（3）イエス・キリスト以外に罪のない人はいると思いますか。 

 
（4）人の愛と、イエス・キリスト（神）の愛とは、どう違うと思いますか。 

 
（5）この課を学んで、あなたはイエス・キリストを誰だと思いますか。 

 
＊次回は、なぜイエス・キリストが十字架にかかる必要があったのか学んでみ
ましょう。  
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人生の謎を解く（４）－なぜ十字架が重要なのか－ 

 
イントロダクション 

 
（1）これまでの復習 

①「人はどこから来たのか」 
＊進化論ではなく、創造論。 

②「人はなぜ苦難に会うのか」 
＊神への反逆（創 3 章） 
＊神の解決策（創 3：15） 
「わたしは、おまえと女との間に、また、おまえの子孫と女の子孫と
の間に、敵意を置く。彼は、おまえの頭を踏み砕き、おまえは、彼の
かかとにかみつく」 

＊この聖句を「原福音」という。聖書全体を読むための原則となる。 
③「イエス・キリストとは誰か」 

＊イエスは女の子孫として登場した方である。 
＊イエスは救い主（メシア、キリスト）である。 

 
 
はじめに 

 
（1）日本人は、「唯一の道」というものを嫌う傾向にある。 

   （例話）町田市で開拓伝道をしていた時の経験 
＊救いに至る道がいくらでもあるなら、イエスの十字架は無意味なもの 
 になる。 

 
（2）十字架に関する誤った教え 

①贖いの死という教理は、道徳的に受け入れられない。 
＊しかし、イエスは無理やり殺された犠牲者ではない。 
＊イエスは自発的な愛によって行動された。 

②イエスの死は殉教者の死である。その姿勢から学ぶことが重要である。 
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＊人間がキリストを殺したのではない。 
＊これは自発的な死である。 
＊イエスは、父なる神が用意された罪のための贖いである。 

 
③イエスの死は、人間に道徳的な効果（罪を反省するという効果）をも 
 たらした。 

＊イエスの死に思いを馳せる人は、自らの罪を後悔し、反省するよう 
 になる。 
＊神は人間の「変革」を追求しておられるのではない。 
＊神は、十字架によって「新生」のための土台を提供された。 

 
 
1．創世記 3 章 15 節 
 

（1）第 2 課で「原福音」について学んだ。 
「わたしは、おまえと女との間に、また、おまえの子孫と女の子孫との間
に、敵意を置く。彼は、おまえの頭を踏み砕き、おまえは、彼のかかとに
かみつく」 

①サタンの子孫（反キリスト）と女の子孫（イエス・キリスト）の戦い 
②反キリストは、キリストのかかとくにかみつく（十字架の死）。 
③キリストは、反キリストの頭を踏み砕く（復活）。 

 
 
2．キリストの死の予表（旧約聖書） 
 

（1）レビ 17：11 
「なぜなら、肉のいのちは血の中にあるからである。わたしはあなたがた
のいのちを祭壇の上で贖うために、これをあなたがたに与えた。いのちと
して贖いをするのは血である」 

①モーセの律法は、この聖句に要約されていると考えてもよい。 
②罪を犯した場合、血による贖いによって神との関係が回復される。 
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③その贖いは、一時的なものである。 
 

（2）贖罪の日（ヨム･キプール）（レビ 16 章） 
 
①旧約聖書の 7 つの祭りの中で最も重要なもの 
②アロンは 2 頭のやぎのためにくじを引く。 

＊１頭は「主のため」、もう１頭は「アザゼル」のため 
③主のために当ったやぎは、「罪のためのいけにえ」として献げられる。 

＊アロンは、その血を至聖所の中の「贖いのふた」の上と前に振りか 
 ける。 

④「アザゼル」のためとされたもう１頭のやぎは、荒野に放たれる。 
 

（3）イザヤ 53：10～11 
「しかし、彼を砕いて、痛めることは【主】のみこころであった。もし彼
が、自分のいのちを罪過のためのいけにえとするなら、彼は末長く、子孫
を見ることができ、【主】のみこころは彼によって成し遂げられる。彼は、
自分のいのちの激しい苦しみのあとを見て、満足する。わたしの正しいし
もべは、その知識によって多くの人を義とし、彼らの咎を彼がになう」 

 
①いけにえの動物の血は、罪を覆うだけで、一時的なものである。 
②キリストの死によって、永遠に有効な捧げ物が捧げられる。 

 
 
3．キリストの死がもたらしたもの（新約聖書） 
 

（1）罪の代価が支払われた。 
①マコ 10：45 
「人の子が来たのも、仕えられるためではなく、かえって仕えるため
であり、また、多くの人のための、贖いの代価として、自分のいのち
を与えるためなのです」 
②義人の血が流される必要があった。 
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（2）神の義が満たされた（モーセの律法の要求が満たされた）。 
 

（3）世（罪人）を神と和解させた。 
①人間を完全に変えることによって、神と人間を再度結びつけた。 
②神が人間に対して和解したのではなく、人間が神に対して和解したの 
 である。 

 
（4）この世の支配者を裁いた。 

①ヨハ 12：31 
「今がこの世のさばきです。今、この世を支配する者は追い出されるの
です」 

 
 
4．結論 
 

（1）神の計画 
①神の聖さは、罪人を受け入れられない。 
②神の義は、罪人を裁く。 
③神の愛は、罪人を赦す。 
④十字架は、神の聖さ、義、愛を満足させる。 

 
（2）人は、自分の罪責感を処理するためにどんな方法を考えるのか。 

①神を無視する。 
②責任逃れをする。 
③他の人と比較をする。 
④償いをする。 
⑤以上のような人間の努力は、すべて無力である。 
⑥罪を赦されるためには、神の側からの一方的な宣言が必要である。 

 
（3）罪人の運命 

①ヘブ 9：27 
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「そして、人間には、一度死ぬことと死後にさばきを受けること
が定まっているように、」 
②火の池は存在する。肉体と魂の永遠の苦しみの場である。 

 
（4）福音の 3 要素 

  1 コリ 15：3～4 
「私があなたがたに最もたいせつなこととして伝えたのは、私も受けたこ
とであって、次のことです。キリストは、聖書の示すとおりに、私たちの
罪のために死なれたこと、また、葬られたこと、また、聖書の示すとおり
に、三日目によみがえられたこと、」 

 
①キリストは私の罪のために死なれた。 
②死んで墓に葬られた。 
③三日目によみがえられた。 
④そういうお方として、キリストを信じること。 

 
 
まとめ 
 
以下の質問に答えましょう。 

（1）人はどのようにして罪責感の問題を処理していると思いますか。 
 

（2）なぜ十字架こそ、唯一の救いの道であると言えますか。その理由を挙げてく 
   ださい。 

 
（3）福音の 3 要素を確認しましょう。     はい いいえ 分からない 

①キリストは私の罪のために死なれたと信じますか。（ ）（ ）（ ） 
②キリストは墓に葬られたと信じますか。     （ ）（ ）（ ） 
③キリストは三日目に甦られたと信じますか。   （ ）（ ）（ ） 
④そのようなお方としてキリストを信じますか。  （ ）（ ）（ ）  
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人生の謎を解く（５）－復活は歴史的事実か－ 

 
イントロダクション 

 
（1）これまでの復習 

①「人はどこから来たのか」 
＊進化論ではなく、創造論。 

②「人はなぜ苦難に会うのか」 
＊神への反逆（創 3 章） 
＊神の解決策（創 3：15） 
「わたしは、おまえと女との間に、また、おまえの子孫と女の子孫と
の間に、敵意を置く。彼は、おまえの頭を踏み砕き、おまえは、彼の
かかとにかみつく」 
＊この聖句を「原福音」という。聖書全体を読むための原則となる。 

③「イエス・キリストとは誰か」 
＊イエスは女の子孫として登場した方である。 
＊イエスは救い主（メシア、キリスト）である。 

④「なぜ十字架が重要なのか」 
＊罪の代価が支払われた。 
＊世（罪人）を神と和解させた。 

 
 
はじめに 
 

（1）復活は事実か神話か。 
（例話）ある著名な映画解説者のコメント 

「もちろん、この映画にあったイエス・キリストの復活は、神話です」 
 

（2）多くの人が、客観的証拠を調べようとせずに復活の事実を否定している。 
 

（3）復活と蘇生の違いを理解しておく必要がある。 
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①蘇生 
＊死の状態、あるいは、死んだと思われる状態から再び生の状態に戻 
 ること。 
＊蘇生した人は、やがて死ぬ。 

②復活 
＊今までとは違う肉体（栄光のからだ、あるいは、霊のからだ）を持 
 つこと。 
＊再び死がその人を襲うことはない。 

 
 
1．復活の重要性 
 

（1）復活はキリスト教の土台である。 
①もし、それが単なる作り話なら、クリスチャンは最も哀れな人々である。 
②もし、それが真実なら、私たちは死の問題に解答を与えられたことに 
 なる。 

 
（2）キリスト教信仰の中で、絶対に譲ることのできない教理である。 

①キリスト教は、復活によって立ちもすれば、倒れもする。 
 
 
2．復活を説明する諸説 
 

はじめに 
①イエス・キリストが死んだこと、そして墓に葬られたこと、また、そ 
 の墓が 3 日目に空になったことは、どの立場の人も認めている。 
②しかし、なぜ墓が空になったかを説明する方法にはさまざまなものがある。 

 
（1）墓に行った女たちが墓を間違えた。 

①日没前に、イエスの遺体は埋葬されている。 
②ペテロとヨハネが同じ墓に行き、確認している。 
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③もし墓が違っているなら、ユダヤ人たちは、どうして正しい墓を指摘 
 しないのか。 
④当時、婦人の証言は正式には認められていなかった。 

＊婦人が第一目撃者として記録されているのは、それが事実そのもの 
 だから。 

 
（2）弟子たちが死体を盗んだ。 

①ローマ兵たちが番をしていた。 
＊祭司長、パリサイ人たちが、3 日目まで墓の番をすることをピラト 
 に願った。 
＊ピラトはそれを許可した。 
＊墓石を封印（ローマの権威の象徴）し、番兵が墓の番をした。 
＊神の方法の不思議。イエスの友が番をしたのではない。 

②ローマ兵たちの証言は信じられない（マタ 28：11～14） 
「女たちが行き着かないうちに、もう、数人の番兵が都に来て、起こっ
た事を全部、祭司長たちに報告した。そこで、祭司長たちは民の長老た
ちとともに集まって協議し、兵士たちに多額の金を与えて、こう言った。
『「夜、私たちが眠っている間に、弟子たちがやって来て、イエスを盗
んで行った」と言うのだ。もし、このことが総督の耳に入っても、私た
ちがうまく説得して、あなたがたには心配をかけないようにするから』」 

③ユダヤ人たちは今日まで、この説明を信じている。 
④しかし、人は嘘のためには死ねない。 

 
（3）弟子たちは幻を見た。 

①多くの人が、何度も目撃している。 
「その後、キリストは五百人以上の兄弟たちに同時に現れました。その
中の大多数の者は今なお生き残っていますが、すでに眠った者もいくら
かいます」（1 コリ 15：6） 

②弟子たちは信じられないのに信じざるをえなくなった。 
③復活したイエスは、肉体を持っていた。 

「これらのことを話している間に、イエスご自身が彼らの真ん中に立た
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れた。彼らは驚き恐れて、霊を見ているのだと思った。すると、イエス
は言われた。『なぜ取り乱しているのですか。どうして心に疑いを起こ
すのですか。わたしの手やわたしの足を見なさい。まさしくわたしです。
わたしにさわって、よく見なさい。霊ならこんな肉や骨はありません。
わたしは持っています』。それでも、彼らは、うれしさのあまりまだ信
じられず、不思議がっているので、イエスは、『ここに何か食べ物があ
りますか』と言われた。それで、焼いた魚を一切れ差し上げると、イエ
スは、彼らの前で、それを取って召し上がった」（ルカ 24：36～43） 

 
（4）イエスは、墓の中で息を吹き返した。 

①18 世紀になってから考えられた説である。 
②物理的に不可能である。 

＊布にくるまれた状態にあった。 
＊墓の内部から墓石を転がすのは難しい。 

③これでは、栄光のイエスが現れたとはとても言えない。 
④もし息を吹き返したとするなら、その後イエスはどこへ行ったのか。 

 
（5）事実、復活した。 

①弟子たちの証言によって判断するしか方法はない。 
②弟子たちは、証人として十分に信頼できる人格を備えている。 
③弟子たちの変化は、復活が事実であることを示している。 
④この証言のために、彼らは殉教の死を遂げて行った。 

「ペテロとヨハネは彼らに答えて言った。『神に聞き従うより、あなた
がたに聞き従うほうが、神の前に正しいかどうか、判断してください。
私たちは、自分の見たこと、また聞いたことを、話さないわけにはいき
ません』」（使 4：19～20） 

 
 
3．復活の結果 
 

（1）イエスの信頼性が証明された。 
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①イエスは、人であり神である。 
 

（2）福音の信頼性が証明された。 
①福音の 3 要素は、死、埋葬、復活である。 
②罪の赦しが確認された。 
③もし復活がないなら、私たちの信仰はむなしい。 

 
（3）復活後のイエスの働きが可能になった。 

①イエスは大祭司、仲介者、教会の頭である。 
 

（4）弟子たちに権威と聖霊と命令が与えられた。 
 

（5）復活の体が初めて登場した。 
①それまでの復活は、厳密には蘇生であった。 
②復活の体は、地上での体との連続性があった。 
③しかし、新しい要素も持っていた。 

 
（6）信者の復活の初穂となった。 

①後に続くものがあるから、「初穂」と言う。 
 

（7）キリスト教と他の宗教の違いが明らかになった。 
①創始者が、今も生きていて、救いの計画を完成へと導いておられると
いうこと。 
「イエス・キリストは、きのうもきょうも、いつまでも、同じです」（へブ 13：8） 

 
 
まとめ 
 
 以下の質問に答えましょう。 

（1）なぜ復活が事実かどうかが、そんなに重要なのでしょうか。 
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（2）復活と蘇生の違いは何でしょうか。 
 

（3）あなたの考えでは、復活が事実であると信じられる理由は何ですか。 
 

（4）復活は、あなたにとって個人的にどんな意味がありますか。 
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人生の謎を解く（6）－人はどこへ行こうとしているのか－ 

 
イントロダクション 

 
（1）これまでの復習 

①「人はどこから来たのか」 
＊進化論ではなく、創造論。 

②「人はなぜ苦難に会うのか」 
＊神への反逆（創 3 章） 
＊神の解決策（創 3：15） 

③「イエス・キリストとは誰か」 
＊イエスは救い主（メシア、キリスト）である。 

④「なぜ十字架が重要なのか」 
＊罪の代価が支払われた。 
＊世（罪人）を神と和解させた。 

⑤「復活は歴史的事実か」 
＊弟子たちの命がけの証言があった。 

 
 
はじめに 
 

（1）「人はどこへ行こうとしているのか」 
  （例話）ミステリーツアー 
     【天王寺・なんばパークス・梅田発】 
      トイレ付バス利用！○○湾をめぐる離島ミステリー 

 
（2）多くの人にとって、人生そのものがミステリーツアーである。 

①次に何が起こるのか、常に不安である。 
②それゆえ、哲学があり、宗教がある。 
③死んで復活されたイエス・キリストの証言だけが、確実なものである。 

   （例話）旧市街のユダヤ人地区とアラブ人地区 
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（3）成長セミナーの第 9 課「人生のパノラマ」を参照のこと 
①人間には、7 つの段階が用意されている。 
②今置かれている段階から、次の段階を想像することは、非常に難しい。 

 
 
1．胎児 
 
（1）人間は、神の作品である。 

「あなたの目は胎児の私を見られ、あなたの書物にすべてが、書きしるされ
ました。私のために作られた日々が、しかも、その一日もないうちに」（詩
139:16） 

 
（2）ヒトの産科医療では妊娠第 8 週目から胎児という。 

①それ以前は胎芽 
②聖書的には、受精の瞬間から、それは人間である。 

 
 
 
 
2．人間としての誕生 
 

（1）人生の諸体験の中で、最も危険、かつ劇的なものが出生体験である。 
①チャド、ソマリア 10 万件中 1 千件以上（妊産婦の死亡率） 
②2007 年の厚労省のデータ。過去 10 年間の平均。 

＊最も低い広島が出生 10 万件あたり 1.84 人 
＊最も高い京都は 10.70 人 
＊西日本は低くて東日本で高い東西格差が浮かび上がった。 

 
（2）胎児の状態とは全く異なった存在形態に移行する。 

①呼吸を始める。 
②乳を飲み始める。 
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③人格的交流を求め始める。 
（3）胎児は、このような世界があることを理解できない。 

 
 
3．新生体験 

 
（1）新生体験を経て、霊的いのちが活動し始める。 

①ただし、この段階を経験しない人もいる。 
②生まれながらの人間は、霊的いのちがあることを信じることができな
い。 

 
（2）イエスとニコデモの対話 

「イエスは答えて言われた。『まことに、まことに、あなたに告げます。人
は、新しく生まれなければ、神の国を見ることはできません』」（ヨハ 3:3） 

 
①新生の必要性 
②新生の神秘性 

 
（3）肉体の誕生と霊の誕生には相関性がある。 

①苦痛（イエスの十字架） 
②呼吸（祈り） 
③乳（みことば） 
④交流（交わり） 

 
 
4．肉体の死 

 
（1）死は消滅ではない。 

①死とは、関係の断絶である。 
②肉体は朽ちるが、魂（霊）は生き続ける。 
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（2）聖書が教える 3 つの死 
①霊的な死（地上生涯において経験する神との断絶） 
②肉体の死（肉体と霊の分離） 
③永遠の死（罪人の最終的な運命） 

 
（3）死後の世界 

①旧約時代は、死者の魂はすべてシオール（ハデス）に行った。 
②シオールには、苦しみの場所と慰めの場所があった。 

＊慰めの場所は、パラダイス、あるいはアブラハムのふところ。 
＊信者はパラダイスに、不信者はシオールそのものに行った（ルカ
16:19 以降）。 
＊両者の間を行き来することは不可能。 

③イエス・キリストの復活と昇天以降、パウロだけが第三の天にまで引 
 き上げられた。 
④今の時代、信者が死ぬと、その魂は天にあるパラダイスに行く。 
「私は、その二つのものの間に板ばさみとなっています。私の願いは、
世を去ってキリストとともにいることです。実はそのほうが、はるかに
まさっています」（ピリ 1:23） 

 
（4）罪人の運命 

①人は、その人に与えられた光の量によって裁かれる。 
②ハデスにおいて、罪の軽重はある。 
③第二のチャンスはない。 

 
 
5．復活 
 

（1）死んでから、新しい肉体に甦るまでを中間状態と言う。 
①この間も、人は意識を持ち続け、祝福の生活を送ることができる。 

 
（2）携挙の時に、復活の体が与えられる。 
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「けれども、私たちの国籍は天にあります。そこから主イエス・キリストが救
い主としておいでになるのを、私たちは待ち望んでいます。キリストは、万物
をご自身に従わせることのできる御力によって、私たちの卑しいからだを、ご
自身の栄光のからだと同じ姿に変えてくださるのです」（ピリ 3:20、21） 

①生きている人は、そのまま空中に引き上げられる。 
②死んだ人は、復活する。 

 
（3）信者の裁きがなされる。 

①これは、罪の裁きではなく、報酬の裁きである。 
②さまざまな冠がある。 
「朽ちない冠」（1 コリ 9:25） 
「喜びの冠」（1 テサ 2:19） 
「義の冠」（2 テモ 4:8） 
「いのちの冠」（ヤコ 1:12） 
「栄光の冠」（1 ペテ 5:4） 

 
 
6．千年王国 

 
（1）7 年間の大患難時代 

①これは、不信仰と罪の裁きの期間である。 
②教会はすでに天に上げられている。 

 
（2）キリストの地上再臨 

①再臨の条件は、イスラエルの救い。 
②王としてのキリストが地上に来られ、メシア的王国を設立される。 
③イエス・キリストの再臨に関しては、新約聖書では 300 回以上の言及 
 がある（25 節に１回の割合）。 

 
（3）千年王国の特徴（イザ 11:6～9） 

①自然界の秩序が回復される（ローマ 8:18～22）。 
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②神の民は、王なるキリストとともに、千年の間、その王国を支配する 
 ようになる。 
③戦争の廃絶 
④病の消滅 

 
 
7．永遠の世界 

 
（1）千年王国の終わりに、白い御座の裁きが行われる。 

①サタンと罪人は、火の池に投げ入れられる（黙 20:7～15）。 
 
（2）黙示録 21、22 章に預言されている祝福が実現する。 

①神の民にとって、永遠に変わることのない祝福がやって来る。 
 

 
まとめ 
 
 以下の質問に答えましょう。 

（1）キリストの再臨が確実に起こると考えられる理由は何ですか。 
 

（2）あなたの考えでは、世の終わりは近いと思いますか。またその理由は何 
   ですか。 

 
（3）再臨の日時を定めることは正しいですか、間違いですか。その理由は何 
   ですか。 
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－MEMO－ 
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好評 
発売中 

 

 改訂版 ハーベスト成長セミナー 
 

もっと学びたい方は、一歩進んだ教材として 

『成長セミナー』をお奨めします。 
 

 
Part.1 『人生は出会いで決まる』 
第１課 聖書との出会い 
第２課 自己との出会い 
第３課 イエス・キリストとの出会い 
第４課 新しいいのちとの出会い 
 
Part.2 『成長するいのち』 
第５課 幼子として 
第６課 神の国の市民として 
第７課 兵士として 
第８課 羊として 
 
Part.3 『終末時代に生きる』 
第９課 人生のパノラマ 
第１０課 史上最大のプロジェクト 
第１１課 聖書的スチュワードシップ 
第１２課 終末時代のエバンジェリズム 
 
 こ の 『 改 訂 版  ハ ー ベ ス ト 成 長 セ ミ ナ ー 』 で は 各 課 を 二 つ の パ ー ツ に 分
け 、ス モ ー ル グ ル ー プ で DVD を 見 て 、そ の あ と に デ ィ ス カ ッ シ ョ ン の 時 間
が 持 て る よ う に し て あ り ま す 。 聖 書 を 教 え る ほ ど の 知 識 が な い 方 で も 、 こ
の 教 材 を 使 え ば ス モ ー ル グ ル ー プ を 始 め る こ と が で き ま す 。 ま た 、 救 わ れ
た ば か り の 方 で も 、 未 信 者 の 方 で も 、 気 軽 に 学 ぶ こ と が で き ま す 。  

 
ハーベスト・タイム・ミニストリーズ 

〒410-1115 静岡県裾野市千福が丘 1-21-85 
TEL 055-993-8880 FAX 055-993-8883 

http://www.harvesttime.tv 
※ウェブストアからもお求めいただけます 

【DVD 版】６枚組（テキスト付） 
定価 10,000 円  

※CD 版 12 枚組（テキスト付）もございます 
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